
コンクリート構造物の耐力増強・回復
コンクリートと鉄筋及び仕上げ材の接合

国土交通省ＮＥＴＩＳ登録　ＣＧ－０７０００７－Ｖ
土木学会　技術評価証　第０００９号

特許　第５０７４１１８号
特許　第５９４１５８５号

INSIDE PRESSURE HARDENING

（IPHシステム）
内圧充填接合補強工法

キクスイBR工法・IPH工法の標準工程図
キクスイBR工法・IPH工法の標準工程図は、以下の通りです。まず、劣化したコンクリート構造物の調査診断を行い、図に示された工程の順に工
事を進めます。BR工法は、劣化した躯体の表面補修の場合、構造上の耐力を回復するものではありません。構造上の耐力補強にはIPH工法（IPH
システム）内圧充填接合補強工法ないし別途耐震補強対策が必要です。

調査・診断

表面劣化

中性化防止兼下地調整

ひび割れ 鉄筋露出 欠損 モルタル浮き

※1

旧仕上材の劣化

全面又は部分ケレン 0.2mm未満

錆落とし

浮き代

1.0mm未満1.0mm以上

はつり除去

洗浄・清掃

塩害防除・防錆処理 塗布又は 塗布
下地乾燥・養生

0.2～1.0mm

吹付、ローラー工法の場合

IPH工法協会会員企業

（剥落防止の場合BR連続繊維シート剥落防止工法）
、コテ塗り工法の場合

表面劣化対策 雨水侵入防止対策

1.0mm以上

モルタル面 コンクリートの欠損 モルタルの欠損 浮きの程度コンクリート面

通常レベルの打撃力によって
はく落するおそれのある浮き

0.25㎡以上
1箇所の浮き

樹脂注入工法コンクリート内部
健全化

IPH工法
（IPHシステム）
内圧充填接合補強工法

IPH工法
（IPHシステム）
内圧充填接合補強工法

コンクリート内部健全化
（コンクリートと鉄筋の接合補強・他）

Uカットシール材
充填工法

アンカーピン併用
ポリマーセメント
スラリー注入工法

0.25㎡未満
1箇所の浮き

アンカーピンニング
全面エポキシ樹脂
注入工法

アンカーピンニング
部分エポキシ樹脂
注入工法

※2

含浸固結・アルカリ付与 塗布

防錆処理接着増強クラック充填

欠損部充填 ※3

仕上塗材施工 ※4

※1：調査・診断によって塩害ではない場合は、防錆処理BR-X、アルカリ骨材反応ではない場合アルカリ骨材反応抑制BR-Zは除かれます。
※2：調査・診断によって塩害の場合、旧仕上材は全面ケレンとなります。
※3：欠損部充填は、BR-LS（軽量）、BR-エポ、BR-CLH、BR-Cモルタルからもお選び頂けます。
※4：防錆処理BR-X・BR-Zを使用した場合、推奨仕上塗材があります。
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工法証明

樹脂証明

実験・論文

IPH工法

IPH工法

樹脂の流れ 樹脂の流れ空気の流れ 空気の流れ

樹脂の流れ空気の流れ

ＩＰＨ工法（ＩＰＨシステム）内圧充填接合補強工法とは
ＩＰＨ工法は、これまでの樹脂注入工法にける効果の不安定さ、樹脂注入範囲・深度のばらつきの主要因となっていた、躯体内空隙・割裂のエアー
を、エアー抜き機構を有した専用カプセル「ＩＰＨカプセル」にて、注入用樹脂「E-３９６Ｈ」に置換し充填することにより、安定的広範囲・高深度への
樹脂注入を実現し、従来樹脂注入工法では不可能であったコンクリート構造物の強度回復、鉄筋とコンクリートの接合力回復、鉄筋防錆、断面修
復接合、剥落対策、止水、アルカリ骨材反応抑制、中性化抑制等の効果を提供可能とした、画期的な工法です。

IPH工法は硬化収縮が極小のエポキシ樹脂を細密高深度充填することにより以下の効果が期待可能です。

IPH工法の効果証明・認定

IPH工法と従来工法の違い

IPH工法基本工程

ＩＰＨ工法の特徴と構成

ＩＰＨ工法の効果

①穿孔１
低振動、低粉塵、低騒音を実現した水循環式ドリル「ＩＰＨミストダイヤ」にて注入ポイントを
穿孔することにより、注入した樹脂は躯体内部より穿孔内表面積すべてが樹脂拡散点とな
り、表層から樹脂注入していた従来工法とは比較にならない広範囲樹脂拡散が可能となり
ました。又、水流とフィルターにより穿孔内の粉塵滞留をなくし、微細クラックへの樹脂注
入を可能にしました。

②穿孔２
穿孔した孔内に樹脂が充填硬化することにより、損傷、空隙、割裂のないコンクリートに対
しても増強効果が期待可能です。

③エアー抜き
特許取得の「ＩＰＨカプセル」によるエアー抜き機能により、ジャンカ・クラック・浮内部の空
気と注入用樹脂「３９６Ｈ」を置換充填することにより、従来不可能であった否貫通のクラッ
ク及び空隙、巾0.01㎜までの微細クラックへの樹脂充填が可能となりました。
※一般的な樹脂注入対象クラック巾は国土交通省にて0.2～１㎜以下と定められています。

④加圧力の低圧安定性
従来工法におけるスチール製スプリングコイル、手動加圧、ゴム加圧と異なり、ステンレス
製スプリングコイル採用により、気温に左右されずらい、繰り返し使用可能なスプリング加
圧よる、加圧力0.02～0.06±0.0１/㎟の精密な超低圧加圧コントロールが可能となりました。
※一般的な低圧注入は国土交通省にて0.4Ｎ/㎟以下と定められています。

⑤注入用樹脂の高流動化と無収縮化、安全性
IPH工法に使用されるエポキシ樹脂「E-３９６H」は、５５０CPS±２２０の超低粘度を実現し、細
密クラック（0.01㎜）への樹脂注入の実現に効果を発揮します。樹脂は無溶剤で限りなく
無収縮であり、国土交通省が定めた樹脂注入クラック巾上限１㎜以上のクラック、ジャンカ、
空隙への充填と接合補強を可能としています。又厚生労働省が定めたJWWA規格の浸出
試験をクリヤーしており、人体に対しての安全性も確保しています。
※一般的な低圧の定義は国土交通省にて１０００CPS以下と定められています。

⑥加圧硬化
IPH工法は、クラックのシール材「ピックアップシール」、コンクリート表層及び断面の補修
材「ＩＰＨ＃３００」「ＩＰＨ＃６００」にて注入対象を密閉し、加圧硬化させることにより、注入樹脂
の逆流、出戻りを防ぎ、コンクリート内部への均一で高深度高細密な拡散充填硬化を可能
としています。

国土交通省ＮＥＴＩＳ登録　ＣＧ－０７０００７－Ｖ

土木学会　技術評価証　第０００９号

特許　第５０７４１１８号

特許　第５９４１５８５号

東京都建設局新技術登録　１５０１０１２

首都高速新技術活用システムＢ

広島県長寿命化技術活用制度評価　２７－００４－３

ＪＡＷＷＡ　Ｚ　１０８　合格

ＪＩＳ　Ａ　６０２４　（建築用エポキシ樹脂１種）合格

土木補修用エポキシ樹脂注入材１種　合格

IPH工法樹脂充填模式図 従来工法樹脂注入模式図 ＩＰＨ工法と他樹脂注入工法の
比較実験写真
【樹脂硬化体比較実験】

【ガラス積層比較実験】

※上記各種公的機関認定の他大学・研究機関での４０以上
の実験２９以上の研究論文にてＩＰＨ工法の耐力増強効果、
接合力増強効果が証明されています。鉄筋とコンクリート
の接合力は１０倍以上、コンクリートの強度増強は1.5倍
以上の結果が得られています。

①
コンクリートの
強度増強回復

②
コンクリートと
鉄筋の接合強化

③
断面修復材
接合強化

④
モルタル浮の
接合・剥落抑止

⑤
コンクリート爆裂の
接合補強

⑥
磁器タイル浮きの
接合・剥落抑止

⑦
あと施工アンカーの
接合補強・躯体補強

⑧
鉄筋防錆

⑨
止水

⑩
中性化抑制

⑪
アルカリ骨材
反応抑制

⑫
凍害抑止

⑬
塩害抑止

VDRサンダー
（省略あり）

VDRサンダー
（省略あり）

ジャバラ交換
（2回転以上の場合）

調査

クラックの場合
ミストダイヤ穿孔 ＪＰ台座設置 ジャバラセット

ＩＰＨカプセルセットカプセル・台座撤去穿孔補修仕上げ ピックアップシール撤去

ピックアップシール打設穿孔位置マーキング

VDRサンダー
（省略あり）

ジャバラ交換
（2回転以上の場合）

調査

断面修復の場合
穿孔位置マーキング ミストダイヤ穿孔 ジャバラセット

ＩＰＨカプセルセットカプセル・台座撤去仕上げ ＩＰＨ＃３００

ＪＰ台座設置ＩＰＨ＃３００・＃６００

ジャバラ交換
（2回転以上の場合）

調査
磁器タイル浮き
の場合

ミストダイヤ穿孔 ＪＰ台座設置 ジャバラセット ＩＰＨカプセルセット

カプセル・台座撤去ＫＳメジ穿孔補修

ピックアップシール
クリヤー打設

ピックアップシール
クリヤー撤去

穿孔位置マーキング
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ＩＰＨ工法樹脂充填状況紫外線照射写真１ ＩＰＨ工法樹脂充填状況紫外線照射写真2

穿孔・ＪＰ台座セット ピックアップシールクリヤー打設 供試体断面シール ＩＰＨカプセル設置・樹脂注入

樹脂注入後断面１ 樹脂注入後断面１紫外線照射 樹脂注入後断面２ 樹脂注入後断面２紫外線照射

磁器タイル注入実験供試体

樹脂注入後コア断面 樹脂注入後コア断面紫外線照射 樹脂注入後コアタイル面 樹脂注入後コアタイル面紫外線照射

磁器タイル改修コア

樹脂密封状況 切断面 切断面紫外線照射 切断面・外部紫外線照射

クラック発生コアへの樹脂密封注入実験

鉄道高架橋柱ＩＰＨ樹脂注入コア抜取９３ｃｍ

供試体ＰＣＭ密閉 切断面 切断面紫外線照射

疑似アル骨反応発生供試体ＩＰＨ樹脂注入試験

健全部破断 健全部破断紫外線照射 切断面 切断面紫外線照射

クラックＩＰＨ接合供試体引張試験 道路床板モデル供試体ＩＰＨ注入試験

注入後コア 注入後コア紫外線照射

透水性ＰＣ床板ＩＰＨ注入試験

鉄筋

躯体

下地モルタル
注入剤 骨材周囲の微細部

0.01mmまで
注入されている

鉄筋周囲に高密度に
注入剤が充填されている

調整モルタル
タイル貼付モルタル

タイル

0cm～15cm 15cm～30cm 30cm～45cm 45cm～60cm 60cm～75cm 75cm～93cm

樹脂
注入コア

樹脂
注入コア

ブラックライト
照射

注入後ＰＣ

注入前ＰＣ圧縮強度

７５．７Ｎ

４５．１Ｎ

圧縮強度

0.4～0.6％

3.6～４％

給水率

注入後試験
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ＩＰＨ工法施工例　建築1 ＩＰＨ工法施工例　建築2

クラック状況 ＩＰＨ工法 仕上ＳＡ－ＦＧ工法完了

コンクリート打ち放し公営住宅クラック対策（SA工法併用）

漏水状況 ＩＰＨ工法 仕上JSミクロバリヤー完了

オフィースビル地下室漏水対策（ＪＳミクロバリヤー併用）

病院磁器タイル剥落対策（ＫＳモダンアートストーン併用）

床ＩＰＨ施工中 IPH工法ＩＰＨ#600せん断クラック

立駐床クラック対策 地震せん断クラック対策

雨天時濡色状況 ＩＰＨ工法 仕上ＳＡ工法完了

コンクリート打放しマンションクラック・濡れ色対策（SA工法併用）

エフロ ＩＰＨ工法 ＩＰＨ工法樹脂漏れ ＳＡ工法完了 ＳＡ工法完了

コンクリート打放しマンション開口部クラック漏水対策（SA工法併用）

クラック状況 ＩＰＨ工法 仕上ＫＳ改修パッケージ完了

オフィースビル壁面クラック対策（仕上げ水系ファインコートシリコン）

調査 調査 マーキング ＩＰＨ施工中壁 ＩＰＨ施工中柱 ＩＰＨカプセル撤去

着工前 マーキング ＩＰＨ施工 樹脂注入状況赤外線撮影 ＩＰＨ完了 完工・Ｓ造部ＭＡ砂岩
剥落対策仕上げ

公共施設耐震アンカー補強対策（ＢＲ-工法併用）
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ＩＰＨ工法施工例　土木1 ＩＰＨ工法施工例　土木2

ＩＰＨ施工全景

PC滑走路補修工事

着手前全景

耕作地擁壁クラック漏水対策工事

沈下橋補修工事

高速道路剥落対策工事

ＶＤＲによる劣化部露出

鉄道高架橋補強補修工事（仕上げセラブレンド）

着工前

ＩＰＨ施工部位１

ＩＰＨ施工

ＩＰＨ＃６００成形

ＩＰＨ

ＩＰＨ施工部位２

完了

ミストダイヤ削孔

完了

ＪＰ台座セット

着工前

ＩＰＨ施工状況全景

吊り足場全景

ＩＰＨカプセルセット

ＩＰＨ

ＩＰＨ施工状況見上げ

ＩＰＨ施工状況

ＩＰＨ＃３００成形後
セラブレンド塗布

完了

湾岸製油所施設補強補修工事（仕上げセラブレンド）

全景下流より ＶＤＲ・マーキング JP台座・ピックアップシール IPHカプセル 完了下流より

道路床板・用水路側壁クラック補修

着手前出入り口 着手前漏水 ＩＰＨカプセル１ IPHカプセル２ カプセル撤去ＶＤＲ 線導水完了 視線誘導完了

トンネル内漏水止水・線導水・視線誘導塗装工事(キクスイＳＰパワーフッ素仕上げ）

全景・仮設 ＩＰＨカプセル 仕上げ完了 樹脂注入コア

砂防堰堤補強補修工事（仕上げセラブレンド）

劣化状況 断面修復後ＩＰＨ 仕上げ完了

コンクリート橋断面修復接合工事
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ＩＰＨ工法専用副資材 菊水化学工業株式会社：各種補修材・仕上げ材

日本スタッコ株式会社：各種補修材

IPHミストダイヤ VDRダイヤモンド吸塵システム

IPHカプセル JP台座 ジャバラ

ノズル
ストレートジョイント
直角ジョイント Eｰ396H

ピックアップSEAL ピックアップSEAL clear IPH♯300 IPH♯600

IPH♯800 セラブレンド
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